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〔書評〕　小出　博著寒自然を作りかえる人間”

　　　　　　　　　　　　　　　　（1957年3版）

　　　　福村書店　B6版　145ぺ一ジ　150円

　地球の歴史文庫の一冊として中学生向きに書かれたも

のである．人間の生活条件として衣食住の三条件が満た

されなければならないが，この本は人間がこの三条件を

演たすために自然界から資源をいかにとり出してきたか

を歴史的に説明しております．

　資源を地下資源，士地資源（観光資源を合む），水資

源，水産資源に分けて述べ，人間が資源を自然界から取り

出す一方では，資源をとり出したことから生じた自然界

の不均衡から災害が発生したことを述べている．資源と

災害を関係付けながら人間の歴史を説明しているのがこ

の本の特徴であろう．そして自然を資源と災害の面から

見ることを教えてくれるこの本は中学生向きとしては或

る部分では教師とか父兄の教えが必要とされる難しいと

ころもあるが，全休としては説明がうまく分りやすい．

　近来気候の資源化として資源気候学が発達しつ㌧ある

折柄，水資源の説明等は当を得たものと思う．水の利用

や供水等，資源と災害の説明が分りやすい．災害につい

て，天災と言われているものにも人為的災害が多く，純

粋の天災は少ないことを説いているのは中学生にもなる

ほどと感じさせるであろう．

　最後に資源と災害を歴史的に説きながら，結びとして

一覧表がないのはまとまりを悪くしていると思う．中学

生向きに書かれたとは言いながら気軽な読物としてわれ

われが読んでも一応は楽しめると思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（殿村清人）
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